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★好摩地区★ 
認知症あったか見守り声掛け講座 

 好摩地区まちづくり協議会（佐々木忠政会

長）は11月22日（金），「好摩地区認知症あっ

たか見守り声掛け講座」を開催しました。 

 会場となった好摩地区公民館には，地域住民

のほか，玉山地域包括支援センターの職員ら約

60名が来場。前半で市の取り組みや東警察署に

よる認知症行方不明者の状況についての説明が

されたほか，養護老人ホーム玉寿荘の櫻庭伸樹

主任支援員による声掛け・見守りのポイント講

座が行われ，認知症の種類や症状について理解

を深めました。 

 後半では，実際に地域を徘徊する認知症の高

齢者を発見した場合の対応方法を習得すべく，

地域を舞台に「声掛け体験」も行われました。

参加者は「実際の場

面に遭遇してみる

と，知らない人に声

を掛けるのは予想以

上に難しい」と難易

度の高さを実感して

いました。 

 12月２日（月），

いわて県民情報交流

センター（アイー

ナ）で「盛岡市ごみ

減量資源再利用市民

のつどい」（同実行委員会主催）が開催されま

した。会場に足を運んだのは，日頃から集積所

の管理やごみ減量に向けて活動している，きれ

いなまち推進員や町内会・自治会の方々など約

450名。資源集団回収優良団体の表彰が行われ，

６団体が登壇したほか，基調講演や企業発表を

通して，更なるごみ減量と資源再利用の推進を

呼びかけました。 

 資源集団回収優良団体として表彰を受けたの

は，【回収量の部】で①西青山三丁目町内会 

②中堤町つつみ会 ③西松園町内会の３団体。

【回収率の部】では，

①黒川団地自治会 ②

道明町内会 ③寺の下

自治公民館の３団体で

した。 

コミュニティリーダー研修会 を開催します！ 

第１部 事例発表 13：20～13：55 

 ・境田町町内会 

  （令和元年度元気なコミュニティ特選団体） 

 ・乙部地域協働のまちづくり事業推進委員会  

  （盛岡市「地域協働推進事業」実施団体） 

 

第２部 講演 13：55～15：05 

 『「お客様」をつくらない地域づくり』 

 講師：特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 

    理事 西川 正 氏  

終了後，「西川

さんとの交流

会」もあります。 

（16：20～16：45） 

盛岡市ごみ減量資源再利用 
市民のつどい 

第３部 トークイベント 15：15～16：15 

『一緒に考えよう！「遊び」が生まれるコミュニ
ティのつくり方』 

 

＜パネリスト＞ 

・特定非営利活動法人ハンズオン埼玉 西川正氏 

・境田町町内会 

・乙部地域協働のまちづくり事業推進委員会  

・青山地区まちづくり協議会 

・社会福祉法人盛岡市社会福祉協議会 

 日時  令和２年２月９日（日） 

     13：15～16：45（開場12：45） 

 会場  盛岡市総合福祉センター ４階講堂 

 申込不要／参加無料／定員100名 

会場には駐車場がありませんので，公共交通機関をご利用ください。 

回 
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 11月３日（日），山岸地域で「中津川ロード

レース大会」が開催されました。主催したのは

山岸地区福祉推進会（豊村徹也会長）。曇天か

つ無風という，ランナーにとっては絶好のコン

ディションの中，スタート地点の山岸小学校で

号砲が鳴りました。 

 34回目の開催となった同大会には山岸小学校

から264名，下小路中学校から260名の合計524名

の生徒が出場。１秒でもタイムを縮めようと，

一心不乱にゴールを目指しました。 

 開催に当たっては地元町内会のほか，PTA役員

や民生児童委員など総勢178名がスタッフとして

携わり，大会の成功に寄与しました。また，地

元企業の協賛も原動力になっています。 

 沿道に詰めかけた地域住民からは，手を振っ

てランナーを激励する姿が見られるなど，山岸

地域が一体となって大会の運営を支えている様

子がうかがえました。 



 12月21日（土），「地域づくりフォーラム」

(岩手県主催)がエスポワールいわてで開催さ

れ，令和元年度に県から新たに認定された「元

気なコミュニティ特選団体」の認定証交付式が

行われました。 

 カラオケ研究会や麻雀大会，夏祭りと

いった，娯楽要素を取り入れたイベント

を多く開催することで，若い世代の参加

を促しており，担い手の育成に積極的に

取り組んでいます。 

 若い農業家が町内会役員として事業の

計画立案・実行役を担っているなど，人

口減少・少子高齢化といった不可避的な

問題と向き合い，地域の将来を踏まえた

活動を展開している点が特徴です。 

 ふれあいサロンや三世代交流といったコ

ミュニティ活動，安全で快適な地域にする

ための防犯パトロールのほか，地域安全

マップの作成や防災に関する勉強会など，

様々な事業を展開中。 

 多様な主体が委員となり，住民が多く参

加できるよう工夫しながら活動を行ってい

ます。また，限られた予算を有効に活用す

るため，長年実施してきた行事でも参加率

が低ければ見直しを行うなど，積極的にス

クラップ＆ビルドに取り組んでいます。 

 市では今回，境田町町内会，上羽場町内会，

（特非）インクルいわてが認定され，市の元気な

コミュニティ特選団体は合計で30団体となりまし

た。ここでは，新たに認定された３団体の概要と

活動内容を紹介します。 

 

地域活動紹介ポスター展 を開催します！ 

 
【日程及び会場】 

１月17日（金）～１月22日（水）河南公民館 

１月24日（金）～１月29日（水）都南公民館 

１月31日（金）～２月５日（水）西部公民館 

２月７日（金）～２月12日（水）上田公民館 

２月14日（金）～２月19日（水）渋民公民館 

２月21日（金）～２月28日（金）市役所本庁１階 

 岩手県で初めてこども食堂を開設。こど

も食堂の認知度向上のため，県内外からの

講演依頼や視察を多数受け入れるなど，先

駆的な活動を展開しています。 

 法人設立当時から「一人親サポーター養

成講座」を継続して開催しているほか，制

服や学用品のリサイクル，親子セレモニー

スーツの貸し出しを行うなど，子育てと貧

困に対する理解と，支援者の増加に寄与す

るため，精力的に活動している点が特徴で

す。 

 市民協働推進センター及び盛岡市役所

本庁舎を会場に，地域で公益的な活動を

行う団体の活動事例を紹介します。 

 今年度「元気なコミュニティ特選団

体」に認定された上記３団体を始め，地

域協働事業実施団体，その他市内で活動

する様々な団体のポスターを展示しま

す。 

 日程と会場は右記のとおりですので， 

皆様お誘いあわせの上，是非ご来場くだ

さい。 

（
写
真:

昨
年
度
の
様
子
） 

※盛岡市公式HPにも同様の情報を掲載し

ています。（ページ番号：1021379）  


